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技術本部・技術研究所・品質保証部・エンジニアリング部・知的財産部
【工場】東京・草加・千葉第一・千葉第二・千葉第三・三河・今治・北九州
　　　   北海道吉野・小名浜吉野・新潟吉野・ジプテック（秋田・小名浜・高砂）
【工場】三河・今治・北九州
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せっこうボードの優れた特性 

火に強い建材です。 

火災の拡大を防止し、 
人が避難する時間と経路を確保します。 
※防火材料の詳しい規程については27ページをご参照ください。 
※せっこうボードが火に強い理由は28ページ「せっこうボード豆知識」
をご参照ください。 

マンションの戸境壁やホテル客室の 
間仕切壁などに高い遮音性能を実現します。 

木造の建物の骨組みに張ることにより、 
地震や台風に対し強くなります。 

静かな室内空間を 
確保します。 

木造の建物が 
丈夫になります。 

にぎやかな音楽 非常に静か 

せっこうボードを 
使った遮音壁 

骨組のみでは容易に倒れる せっこうボード張りで補強される 

防火性能 

遮音性能 耐力性能 

せっこうボード 

梁 

柱 

土台 

せっこうボード 
による耐力 

地震 地震 

火に強い建物は 
火災保険料が安くなります。 
※詳細は36ページを参照 
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吉野石膏虎ノ門ビルは、技術研究所からの最新技術、総合性能試験センターからの最新データ、
各工場生産ラインからの生産技術などを集約し、〈最新技術情報の発信基地〉として誕生しました。 
展示室（1・2F）、研修・会議室（3F）、施工実習室（BF）をメインとして、ビル全体に当社のご提案
する商品を採用し、施工しています。 
また、虎ノ門ビルと同様の施設として、仙台研修センター、三河研修センター、神戸研修センター、
北九州研修センターもございます。今後とも、全国各地のお客様にご利用頂けるよう、このような
施設を増やし、「技術の確立の全国展開」を目指していきます。 

吉野石膏虎ノ門ビル ―― 最新技術情報の発信基地 
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アプローチコーナー 2階展示室 2階展示室 

音響体験室 研修・会議室 

総合性能試験センター 技術研究所 各工場の生産ライン 総合性能試験センター 技術研究所 各工場の生産ライン 

「YOSHINO・音響体験システム」の音響体験室
では、実際の建物に遮音壁を建込んだ場合の遮音
性能を体験できます。 

未来への技術提案 

吉野石膏虎ノ門ビル（東京都 港区） 

三河研修センター（豊橋市） 

神戸研修センター（神戸市） 北九州研修センター（北九州市） 

仙台研修センター（仙台市） 



［技術研究所全景］ 

さまざまなニーズに応えるために最新鋭の設備を導入した「総合性能試験センター」を設置。関係
部門との密接な連携のもと時代をリードする独創的かつ先進的な製品づくりをめざしています。 

総合性能試験センター ―― 技術の限界に挑む各種性能を検証する拠点 
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［総合音響試験室］ 
世界トップレベルの遮音性能TLD８０の測定を可能にした 
実験施設。 

技術研究所では、①せっこうボードの品質改良および技術的問題点の解明 ②工業用焼せっこうの
販売拡大のための商品開発 を主な研究テーマにしています。 

技術研究所 ―― 常に先端の技術を追求する技術者集団 

［総合性能試験センター全景］ 
吉野石膏千葉第二工場内に２００１年竣工。２０１１年に環境試験棟を追加。 
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全国を網羅する２０ケ所の生産拠点は、需要地域に密着するかたちで展開しています。また、積極的に品
質保証の国際規格「ISO９００１」および環境配慮の国際規格「ISO１４００１」の認証を順次取得しており、高
品質な製品の安定供給と地球環境にやさしい製品づくりに努めています。 

全国を網羅する２０ケ所の生産拠点 

『三河工場』 

『千葉第三工場』 

―― 高い品質・性能を皆さまのもとに 
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『千葉第ニ工場』 

新潟 

三河 

四日市 
高砂 

＝ せっこうボード 

生産拠点 

＝ せっこうプラスター・焼せっこう 

直島 

今治 

宇部 

松江 
加古川 

秋田 

恵庭 

草加 

東京 

多治見 
千葉第一 

千葉第二 

千葉第三 

小名浜 

北九州 

せっこうボード成型ライン 



せっこうによる 
肥料（ダーウィン） 











【製品紹介】 
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【注意事項】 

①せっこうボード製品の厚さ、幅、長さなどはJIS規格範囲内で製造しております。 

②せっこうボード製品の原紙（表裏）には若干の色違いや退色・変色等による色の差異がある（又は、発

生する）場合があります。 

③原紙の色違いや退色・変色等がある場合がありますので素地張りでの使用にはご注意ください。 

④化粧せっこうボードは同一ロットでも色調の違い、柄パターンの差異が発生する場合があります。 

⑤タイガーグラスロックは天然せっこうを主原料としているため色ムラが発生する場合があります。 

※②、④、⑤の場合、原紙の色違いや退色・変色等は製品の基本的な性能には影響しませんので、製品

不良ではありません。 

 ●  アスベストについて 
現在、当社製品にはアスベストは一切使用しておりません。 

 ●  ホルムアルデヒドについて 
当社のせっこうボード・せっこうプラスター・パテ及びボンド類は、ホルムアルデヒド発散建材を定める
告示による規制対象外となっており、使用面積の制限はありません。 

 ●  クロルピリホスについて 
当社製品は、クロルピリホスを一切使用しておりません。 

 ●  カビの発生について 
せっこうボード類は施工当初、施工後にかかわらず、湿度が高くなった場合にはカビが発生する恐れが
ありますので、換気または除湿を十分に行い湿度を低く保つように努めてください。 

 ●  施工後の水漏れについて 
漏水・雨漏り等が発生し、せっこうボード類が水に濡れて吸水した場合、ボードの剥落や落下の恐れが
ありますので張替えを必ず行ってください。 

●  設計採用および施工を避ける部位について 
常に湿気が著しい、結露が絶えない、漏水が発生する恐れがあるなどの過酷な条件の部屋（地下室、
浴室、屋内プール、サウナ室など）の天井、壁への設計採用および施工は、吸水による強度低下が発
生し、ボードの剥落や落下の恐れがありますので避けてください。 
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ラインナップ 

詳細ガイド　＜カタログ＞タイガーハイクリンボード 詳細ガイド　＜カタログ＞タイガーハイクリンボード 

タイガーハイクリンボードアートタイプ 
タイガーハイクリンジプトーン・ライト※ 
タイガーハイクリンマーブルトーン・ライト※ 
タイガースクエアトーン・Dプラス 
タイガースクエアート 
タイガーステラート・ライト 
タイガースクエアトーン・6（現場塗装タイプ） 

タイガーハイクリン スカットボード 
タイガーハイクリン スカット押入ボード 
タイガーハイクリン スカット押入ボード・タイプS※ 

タイガーハイクリンボードAce※ 

※受注生産品です 

エース 

化粧板タイプ 

調湿機能タイプ 

ハイクリン性能 
強化タイプ 

そのまま使える 

湿度を調整 

性能パワーアップ 

レギュラータイプに化粧加工を施した製品で、
現場での仕上げが不要なタイプです。 

レギュラータイプに調湿（吸放湿）機能を加
えた製品です。湿度が高い時には湿気を吸
収し、低い時には水分を放出して、室内を安
定した湿度に調整します。 

レギュラータイプのハイクリン性能を強化し
た製品です。アセトアルデヒドの低減に効果
を発揮します。 

タイガーハイクリンボードがある場合とない場合で、ホルムアルデヒド発散源となるフローリングを入れた容器内の濃度を測定。 
ありの場合、温度が35℃まで上昇しても、発散の程度をF☆☆☆☆建材相当に抑えることができます。 

性能 

温度が上昇しても、タイガーハイクリンボードがホルムアルデヒドの発散を抑制 

実際の住戸での測定事例 

多くの採用実績 
現在（2020年）、650社を超えるハウスメーカー・

ビルダーに採用され、高い評価を得ています。また、

学校・病院・老人ホームなどの健康に配慮した建物で

も数多く採用されています。 

実験動画 
タイガーハイクリンボード 

ホルムアルデヒド低減実験 

技術資料 
詳細に関しましては技術資料を

ご覧ください。 

 



13

タイガーボード 

●Gypsum board-Regular Type

せっこうボード 

不燃タイガーボード9.5

●Gypsum board-Non-combustible  
　Type

不燃積層せっこうボード 

NC

準不燃 ：  
 
不　燃 ： 

QM-９８２８　  ９.５mm厚　　　　　 
 
NM-８６１９　１２.５mm、１５mm厚 

建築基準法の内装制限に適

合する防火材料で、広い汎用

性をもちペイント塗装、クロス

張り仕上の下地として使われ

ています。 

タイガーボード JIS A ６９０１ 

ドライウォール工法で施工中の一例 

 

不　燃 ： NM-０４４１　９.５mm厚 

不燃タイガーボード9.5 JIS A ６９０１ 
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せっこうボードの唯一の弱点と

もいえる「水に弱い」性質を補

うため、せっこうの芯と両面の

原紙に特殊防水加工を施した

ものです。キッチン、洗面所な

どの内装タイルの接着張り下

地などに使用されます。 

タイガー防水ボード JIS A ６９０１ 

タイガー不燃防水ボード JIS A ６９０１ 

準不燃 ： QM-０８９８　９.５mm、１２.５mm厚 

不　燃 ： NM-９６３９　１２.５mm厚 
詳細ガイド　＜カタログ＞タイガー防水ボード 

タイガー防水ボード 

●Gypsum sheathing board 
〈ハイクリン化可能〉 

シージングせっこうボード 

軽量化に伴い認定番号が変りました 
（比重０.８→０.７２、QM-９８２６→QM-０８９８） 

タイガー 
ハイクリンスカットボード 

●Gypsum board-Regular- 
　Humidity control Type

ホルムアルデヒド吸収分解 
吸放湿せっこうボード 

吸放湿せっこうボード 

タイガーハイクリンボードに調

湿（吸放湿）機能を付加した製

品です。 

タイガーハイクリンスカットボード（レギュラータイプ） JIS A ６９０１ 

タイガーハイクリンスカット押入ボード（クロス・木目） 
タイガーハイクリンスカット押入ボード・タイプS※（クロス・木目） 

JIS A ６９０１ 

JIS A ６９０１ 

タイガーハイクリンスカット押入ボード 
施工中の一例 

準不燃 ： QM-０１７２　  ９.５mm厚 
不　燃 ： NM-０５３０　１２.５mm厚 

準不燃 ： QM-０１７２　  ９．５mm厚 
不　燃 ： NM-０５３０　１２．５mm厚 

注意 施工は「ハイクリンボード」と同じですが、表面仕上げには、通気性のある布クロス、水性ペイントなどをお勧めします 

木目柄 クロス柄 

●湿度が高い時には湿気を吸収し、湿度が低い時には放出して、室内を安定
した湿度に調節できます。 

●ハイクリン性能など基本的性能は、タイガーハイクリンボードと同様です。 
特長 

押入ボード・タイプSは押入ボードよりも吸放湿性能が高いタイプです。（一社）日本建材・住宅設備
産業協会が定めた吸放湿性能の基準を満たし、「調湿建材」として登録された製品です。 

※タイガーハイクリンスカット押入ボード・タイプSはすべて受注生産品となります。 

詳細ガイド　＜カタログ＞タイガーハイクリンボード 

調湿建材登録製品 
ハイクリンスカット押入ボード・タイプS
（一社）日本建材・住宅設備産業協会が定
めた調湿性能、品質管理体制の基準を満
たした建築材料製品について、協会が「調
湿建材」として登録し、その証として製品
に調湿建材マークが表示されます。 

温度変化とともに増減する相対湿度を安定化させ、結露の発生や部屋の
乾燥を抑える効果があります。 

●実験方法 
25℃、相対湿度60%で養生したタイ
ガーハイクリンスカットボードを密閉
容器に封入し、温度を20℃から30℃
の間で24時間1サイクルで変化させ
た場合の容器内の湿度変化を測定 

調湿機能により、湿度が安定 

（一社）日本建材・住宅設備産業協会 
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タイガースーパーハード 
普通硬質せっこうボード 

タイガーハイパーハードC 
タイガーハイパーハードT

●Gypsum board-Regular-Hard Type 
〈ハイクリン化可能〉＊ 

鉄筋コンクリート造超高層マンションの戸境壁にA-2000・WⅠシリーズを採用 

〈タイガースーパーハード〉 
学校、病院の間仕切､廊下などに適
した超硬質､高強度性能のボードで
す｡A-２０００・WIをはじめとする耐
火遮音壁の構成材として、また、木
造住宅の床衝撃音を遮断する「タイ
ガー遮音フロアシステム」の構成材
（遮音ボード）として使用します｡ 

〈タイガーハイパーハードC〉※ 
耐火遮音壁ハイパーウォールZシリ
ーズ等の上張材として使われます。 

〈タイガーハイパーハードT〉※ 
耐力壁用の面材として使われ、地
震から住宅を守ります。また、不燃
材なので火災にも強い壁をつくり
ます。 

堅牢性に優れた「タイガースーパーハード」 
（写真は鋼製の耐火遮音壁「A-2000・
WⅠ」によるマンションの戸境壁） 

「タイガースーパーハード」を使用した
「タイガー遮音フロアシステム」模型 

＊〈ハイクリン化可能〉： ご注文時、別途ご用命頂きますと、ホルムアルデヒド吸収分解性能を付加することができます。 

タイガースーパーハード 
普通硬質せっこうボード 
不　燃 ： NM-９６４５　９．５mm､１２．５mm､１５mm厚※ 
 （比重：１.２） 

詳細ガイド   ＜カタログ＞タイガースーパーハード／A-２０００・WIシリーズ／タイガードリーミィシリーズ／タイガー遮音フロアシステム 他 
＜工法施工指導書＞A-２０００・WIシリーズ 他 

※１５mm厚品は受注生産となります。 

JIS A ６９０１ 

タイガーハイパーハードC
普通硬質せっこうボード 
不　燃 ： NM-１９０８　９．５mm厚 
 （比重：１.０） 

JIS A ６９０１ 

 

タイガーハイパーハードT
普通硬質せっこうボード 
不　燃 ： NM-９６９２　１２．５mm厚 
 （比重：１.０） 

JIS A ６９０１   

＜関連工法＞ハイパーウォールZシリーズ、ハイパーウォール15Zシリーズ 他 

詳細ガイド   ＜カタログ＞タイガーハイパーハードT耐力壁 

※ハイパーハードは特殊配合によりスーパー
ハードを軽量化した施工性・運搬効率を向
上させたタイプ 

※ハイパーハードT耐力壁は、真壁の倍率を取得しておりませんので、ご注意ください。 

軸組 
（床勝ち仕様） 

枠 組 

ビス長さ41mmタイプ（PS3841MW ノンクロム） 

2.4
2.3
2.1

一般部 
入隅部 
― 

●タイガーハイパーハードT耐力壁〔新築用〕 

工 法 部 位 壁倍率 

［耐力壁（新築用）］ 
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タイガーボード･ 
タイプZ／タイプZ-WR

●Fire-Resistant Gypsum board 
〈ハイクリン化可能〉＊ 

強化せっこうボード 

不　燃 ： NM-１４９８ １２.５mm※､１５mm､２１mm厚 
　　　　NM-１４９８-１ ２５mm厚※ 

※１２.５mm、２５mm厚品は受注生産となります 

JIS A ６９０１ タイガーボード･タイプZ-WR 防水性・防カビ性付加 

不　燃 ： NM-８６１５ １２.５mm､１５mm､２１mm､２５mm厚※ 
GB-F（V）アミなし･GB-F（N）ガラス繊維アミ入り 
※２５mm厚品は受注生産となります 

＜カタログ＞吉野耐火遮音システム／A-２０００・WIシリーズ／タイガードリーミィシリーズ 他 
＜工法施工指導書＞A-２０００・WIシリーズ 他 

JIS A ６９０１ タイガーボード･タイプZ

東京都第一本庁舎（タイプZ・21㎜厚を採用） 日本工業倶楽部別館・三菱UFJ信託銀行本店ビル 

強化せっこうボードの耐火性能

などを保持しながら、耐震的性

能をさらに向上させたボードで

す。２種類あり、タイプK-Aのほ

うがK-Bより高強度。 

手前：タイプK-A 
奥：タイプK-B

タイガーボード・タイプK-A JIS A ６９０１ 

タイガーボード・タイプK-B JIS A ６９０１ 

構造用せっこうボードA種　不　燃 ： NM-８６１５  １２.５mm厚 

構造用せっこうボードB種　不　燃 ： NM-８６１５　１２.５mm厚 

＊性能については２４ページ「ＪＩＳ製品規格値」をご参照ください。 
※受注生産となりますので、納期に１ヶ月程度をお考えください。 

タイガーボード･ 
タイプK-A／タイプK-B

●Fire-Resistant Gypsum board-Structure Type 
〈ハイクリン化可能〉 

構造用せっこうボード 

GB-St

〈タイガーボード・タイプZ〉 
主に耐火構造や準耐火構造に使
用されます。せっこうの芯にガラ
ス繊維などを加えて耐火性能を
強化しました｡ 

〈タイガーボード・タイプZ-WR〉 
優れた耐火性能に加え、防水性、
防カビ性を付加したタイプです。
建築中の雨濡れにも対応できます。 

＜関連工法＞Sウォール-WR／タイガーモエン EX-B1／タイガーモエン EX-B2／ 
　　　　　　デラクリート仕上げ外壁耐火システム 

※強化せっこうボード（タイガーボード・タイプZ、タイガーボード・タイプZ-WR）を用いた、告示による木造耐火構造については、38ページをご参照ください。 

詳細ガイド 

＊〈ハイクリン化可能〉： ご注文時、別途ご用命頂きますと、ホルムアルデヒド吸収分解性能を付加することができます。 
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ガラス繊維を混入し補強した

せっこうを芯材とし、その表・裏

面の内側それぞれにガラス繊

維不織布〈グラスファイバーテ

ィッシュ〉を伏せ込んだ紙のな

いせっこう板です。 

厚さ８mm品は、耐火壁用として

厚さ５mm品は、曲面用の製品

です。 

●Tiger Glass Rock 
〈ハイクリン化可能〉 

ガラス繊維不織布入せっこう板 

タイガーグラスロック 
（耐火壁用） ８mm
（曲面用） ５mm

耐火壁「耐火ウォールGR-1」 曲面の施工 

詳細ガイド 

不　燃 ： NM-２２８６　８mm厚（耐火壁用） 
不　燃 ： NM-２２８６　５mm厚（曲面施工用） 

＜カタログ＞耐火ウォールGRシリーズ／タイガーグラスロック 

タイガーグラスロック（８mm厚・５mm厚） 



 









【規格・性能ほか】 

T I G E R  B O A R D
D A T A

22
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せっこうボードのJIS

ボードの表面・裏面および長さ方向のエッジは、ボード用原紙で被覆されており、長さ方向のエッジの形状は下記の３種類があります。各々の形状は、
継目処理の方法により、選択し使い分けます。 

せっこうボード（GB-R） せっこうボード製品（GB）の標準的なもの。 壁および天井の下地材 

普通硬質せっこうボード（GB-R-H） 

シージングせっこうボード（GB-S） 
両面のボード用原紙および芯（コア）のせっこうに防
水処理を施したもの。 

GB-Rの芯（コア）に無機質繊維などを混入したもの。
ただし、石綿は除く。 

GB-Rをベースにして、耐衝撃性がGB-Fの約1.2倍以
上、曲げ破壊荷重がGB-Rの約1.3倍以上のもの。 

・間仕切、通路、廊下などの壁、腰壁その他防火、耐火、
遮音の各構造の下地材 
・耐力壁用の面材 

屋内の台所、洗面所などの壁および天井の下地材 

強化せっこうボード（GB-F） 壁および天井の下地材、防・耐火構造などの構成材 

不燃積層せっこうボード（GB-NC） 
GBの表紙として不燃性の原紙を用いたもの。不燃性
表紙に化粧を施したものもある。 

●ボードのエッジ形状と継目処理の種類 

製品種類（記号） 備　　　考 主な用途（参考） 

（1）スクエアエッジ 

表面 

裏面 

（2）テーパーエッジ 

（3）ベベルエッジ 

ドライウォール（継目処理）工法 

ドライウォール（継目処理）工法または 
突付け工法または目透かし工法 

ドライウォール（継目処理）工法または 
突付け工法または目透かし工法 

表面 

裏面 

40～80

0.
6～
1.
9

表面 

裏面 

2～6

2～
6

・化粧なし : 壁および天井の下地材 

・化粧あり : 壁および天井の仕上げ材 

構造用せっこうボード GB-Fの性能を保持し、かつ、くぎ側面抵抗を強化した
もので、側面抵抗によって、A種及びB種がある。 耐力壁用の面材 

単位:mm

単位:mm

せっこうボードのJIS JIS製品規格値 他 

　許容差・伸縮性・熱伝導率 

■試験方法 
4×10cm 試験体を45℃で恒量まで乾燥し、この寸法重量を基準とした。 
① 20℃RH60%雰囲気中に一週間放置したもの 
② 湿度90%、23℃デシケーター中に24時間放置 

●せっこうボードの含湿率による伸縮性 
温度23℃ 湿度90% 
（24時間） ② 

伸縮性（%） 含湿率（%） 伸縮性（%） 含湿率（%） 
サンプル 
方向 

+0.0100.70+0.0040.54長　手 

+0.0150.62+0.0020.52幅 

温度20℃ 湿度60%（7日間） 
気乾状態① 

●寸法の許容差 （単位:mm） 
厚　さ mm

＋0.5 
0

長さ 

+3   
0

幅 

0 
-3

●不燃積層せっこうボード（GB-NC） 

注（5）　表面に型押し加工した場合の曲げ破壊荷重は、表の値の７５％以上とする。 
注（6）　表面化粧を施したものには適用するが、表面に型押し加工したものには、適用しない。 

厚 さ mm

表 面 化 粧 の 有 無  

含 水 率 %

曲げ破壊荷重  
N（kgf） 
注（5） 

長さ方向 

幅 方 向  

9.5

3以下 

比 重  0.65～0.90

 あ　り 

360（36.7）以上 

な　し 

140（14.3）以上 

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃1級又は発熱性1級 

6.2～9.0

0.043以上 

くぼみの直径が25mm以下で、かつ、亀裂
が貫通しないこと。 

耐 変 退 色 性  
変色は、変退色用グレースケール3号以上
を合格とする。また、表面に割れ、膨れ、し
わなどを生じないこと。 

耐 衝 撃 性　　注（6） 

■タイガーグラスロック（TGR）の性能値は「タイガーグラスロック」
製品カタログを参照ください。 

●吸放湿せっこうボード（GB-R-Hc,GB-D-Hc） 

吸放湿性 

GB-R, GB-Dの性能を満たした上で、いずれの品種および厚さのものも次の吸放湿性能を満たすもの 

150以上 

A種（GB-St-A） 
B種（GB-St-B） 

注（2） A種の熱抵抗、単位面積当たりの質量及び比重は、普通硬質せっこうボード（GB-R-H）の値とする。 

●構造用せっこうボード（GB-St） 

くぎ側面抵抗 
N

長さ方向 
及び幅方向 

強化せっこうボード（GB-F）の性能を満たした上で、いずれの厚さのものも、次のくぎ側面抵抗を満たすもの 

750以上 

500以上 

A種　注（2） 

B種 

●化粧せっこうボード（GB-D） 常備在庫品は、9.5、12.5ｍｍとなります。 

注（3）　表面に型押し加工した場合の曲げ破壊荷重は、表の値の75%以上とする。 
注（4）　表面に型押し加工したものは、適用しない。 

厚 さ mm

含 水 率 %

曲げ破壊荷重 
N（kgf）注（3） 

長さ方向 
幅 方 向  

9.5 12.5 15.0

3 以 下  

360（36.7）以上 500（51.0）以上 650（66.3）以上 

140（14.3）以上 180（18.4）以上 220（22.4）以上 

耐 衝 撃 性 　注（4） 

耐 変 退 色 性  

6.2～9.0 8.1～11.7 9.8～14.0

0.043以上 0.057以上 0.068以上 

くぼみの直径が25mm以下で、かつ、亀裂が貫通しないこと。 

変色は、変退色用グレースケールで3号以上を合格とする。ま
た、表面に割れ、ふくれ、しわなどを生じないこと。 

比 重  0.65～0.90

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃2級又は 
発熱性2級以上 難燃1級又は発熱性1級 

　JIS製品規格値 ［せっこうボード製品 JIS A 6901：2014］ 
［吸音材料 JIS A 6301：2015］ 

●せっこうボードの熱伝導率 
GB-の記号 

GB-R、GB-D、GB-NC

W/m・k

GB-S、GB-F 0.24以下 

0.36以下 

0.22以下 

GB-R-H

●シージングせっこうボード（GB-S） 常備在庫品は、9.5、12.5ｍｍとなります。 

注（1）　曲げ破壊荷重は、長さ方向に載荷した場合の値とする。 

厚 さ mm

含 水 率 %

曲げ破壊荷重 
N（kgf） 
注（1） 

乾 燥 時  

湿 潤 時  

9.5 12.5 15.0

3 以 下  

360（36.7）以上 500（51.0）以上 650（66.3）以上 

220（22.4）以上 300（30.6）以上 390（39.8）以上 

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃2級又は発熱性2級以上 

6.2～9.0 8.1～11.7 9.8～14.0

0.040以上 0.052以上 0.063以上 

表面吸水量g

全 吸 水 率 %

2以下 
吸 水 性  

10以下 

吸 水 時 耐 剥 離 性  芯のせっこうと原紙が剥離しないこと。 

比 重  0.65～0.90

●強化せっこうボード（GB-F） 常備在庫品は、12.5、15.0、21.0ｍｍとなります。 
厚 さ mm

含 水 率 %

曲げ破壊荷重 
N（kgf） 

長さ方向 

幅 方 向  

12.5 16.0 21.0

3 以 下  

500 
（51.0）
以上 

680 
（69.4）
以上 

850 
（86.7）
以上 

180 
（18.4）
以上 

230 
（23.5）
以上 

320 
（32.7）
以上 

15.0 18.0 25.0

650 
（66.3）
以上 

750 
（76.5）
以上 

1,000 
（102.0）
以上 

220 
（22.4）
以上 

270 
（27.6）
以上 

380 
（38.8）
以上 

0.052 
以上 

0.067 
以上 

0.088 
以上 

0.063 
以上 

0.075 
以上 

0.104 
以上 

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃1級又は発熱性1級 

9.4～ 
12.4

12.0～ 
15.7

15.8～ 
20.4

11.3～ 
14.7

13.5～ 
17.6

18.8～ 
24.2

破断して落下しないこと。 

耐 衝 撃 性  

耐 火 炎 性  

くぼみの直径が25mm以下で、かつ、亀裂が貫通しないこと。 

比 重  0.75～0.95

●せっこうボード（GB-R） 
厚 さ mm

含 水 率 %

曲げ破壊荷重 
N（kgf） 

長さ方向 
幅 方 向  

9.5 12.5 15.0

3 以 下  

360（36.7）以上 500（51.0）以上 650（66.3）以上 

140（14.3）以上 180（18.4）以上 220（22.4）以上 

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃2級又は 
発熱性2級以上 難燃1級又は発熱性1級 

6.2～9.0 8.1～11.7

比 重  0.65～0.90

9.8～14.0

0.043以上 0.057以上 0.068以上 

常備在庫品は、9.5、12.5ｍｍとなります。 ●普通硬質せっこうボード（GB-R-H） 
厚 さ mm

含 水 率 %

曲げ破壊荷重 
N（kgf） 

長さ方向 
幅 方 向  

9.5 12.5 15.0

3 以 下  

500（51.0）以上 700（71.4）以上 910（92.8）以上 

200（20.4）以上 250（25.5）以上 310（31.6）以上 

耐 衝 撃 性  くぼみの直径が20mm以下で、かつ、亀裂が貫通しないこと。 

8.6～14.5 11.3～18.9 13.5～22.5

0.026以上 0.035以上 0.042以上 

難 燃 性 又 は 発 熱 性  難燃2級又は 
発熱性2級以上 難燃1級又は発熱性1級 

比 重  0.90～1.45

●吸音用あなあきせっこうボード（GB-P） ※ 

※吸音用あなあきせっこうボード（GB-P）は［吸音材料 JIS A 6301：2015］による 
注（7）　S：裏打ち材料なし　U：裏打ち材料あり 
注（8）　曲げ破壊荷重は、成形時の流れ方向に直角に載荷した場合の値とする。 

種 類  
厚さmm（許容差＋0.5～0） 

吸 音 性 能　　注（7） 

長さmm（許容差＋3～0） 

φ6-22

9.5

910

910 910 910 910

1,820 910 1,820 910 910 1,820 910 1,820

455 
910

455 
910 910

455 
910

455 
910

12.5

110 
（11.2）
以上 

130 
（13.3）
以上 

40 
（4.1）
以上 

55 
（5.6）
以上 

9.5 12.5 9.5 12.5

φ13.4-24 ランダム 

0.3S0.3S ,0.3U 0.3S ,0.3U ,0.5U

含 水 率 　 ％ 3.0以下 

曲 げ 破 壊 荷 重  
 N（kgf）注（8） 

幅mm（許容差0～－3） 

常備在庫品は、9.5ｍｍとなります。 

化粧せっこうボード（GB-D） GB-Rの表面に化粧を施したもの。 壁および天井の仕上げ材 

吸放湿せっこうボード GB-R,GB-Dの性能を保持し、かつ、 
吸放湿性能を約3倍に高めたもの。 

吸放湿性能によって室内湿度を一定範囲内に保つの
に適した壁および天井の下地材および仕上げ材 

GB-R-Hc 
GB-D-Hc









2727

※1 
※2 
注1） 
 
　2） 
　3） 
 
　4） 
 
　 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

用地・構造・規模区分 

劇場・映画館・演芸場・観覧場・公会
堂・集会場 

病院・診療所（患者の収容施設のあ
るもの）・ホテル・旅館・下宿・共同
住宅・寄宿舎・養老院・児童福祉施
設等（建基令19・①参照） 

地階または地下工作物内の居室等
で、①②③の用途に供するもの 

無窓の居室（建基令128の3の2参
照） 

自動車車庫・自動車修理工場 

階数および規模によるもの 

火気使用室 

階数が11以上のもの 

地下街 

非常用エレベーター乗降ロビー 

当該用途に供する部分の床面積の合計 内装制限 

耐火建築物
の 場 合  

準耐火建築
物 の 場 合  

その他の建
築物の場合 

全　　部 

全　　部 

全　　部 

全　　部 
（ただし、天井の高さが、6mを超えるものを除く） 

住　　宅：階数が2以上で、最上階以外の階にある火気使用室 
住宅以外：火気使用室は全部 
　　　　 （ただし、主要構造部を耐火構造としたものを除く） 

居室等 
地上に通ずる 
主たる廊下・ 
階段・通路 

不燃材料＊ 
準不燃材料 
難燃材料 
（3階以上の階に居室
を有する建築物の当
該用途に供する居室
の天井については、 
不燃材料、 
準不燃材料とする。） 

不燃材料 
準不燃材料 

不燃材料 
準不燃材料 

不燃材料 
準不燃材料 

不燃材料＊ 
準不燃材料 
難燃材料 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

同　　上 

※1

不燃材料・準不燃材料 
（下地とも）＊ 

不燃材料（下地とも）＊ 
 
※2

不燃材料 
準不燃材料＊ 
（下地とも） 

不燃材料 
（下地とも） 

（地下道） 
不燃材料 
（下地とも） 

不燃材料（下地とも） 

建築基準
法施行令 

129・① 
128の4・① 

129・③ 
128の4・①・三 

129・② 
128の4・①・二 

129・⑤ 
128の3の2

128の4・②③ 
129・④ 

129・⑥ 
128の4・④ 

128の3・①・三 
128の3・⑤ 

112・⑤ 

112・⑥ 

129の13の3

112・⑦ 

⑨欄の規定では、100　以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、建築物の階数および規模による⑦欄の規定が適用される。 
⑩欄の規定では100　以内に防火区画された部分については、使用材料の制限は記されていないが、①②③欄の用途に供する部分については、④欄の規定が適用される。 
内装制限の適用をうける建築物の部分は、居室および居室から地上に通ずる主たる廊下、階段その他の通路の壁および天井（天井がない場合は、屋根）の室内に面する部分にあたる。ただ、①②③⑦⑨⑩欄の＊につ
いては、規定に該当する居室の壁の床面からの高さ1.2m以下の部分には適用されない。 
内装制限の規定で、2以上の規定に該当する建築物の部分には、最も厳しい規定が適用される。 
スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものおよび建基令126の3の規定に適合する排煙設備を設けた建築物の部分については、内装制限の規定は適用されない。
（建基令129・⑦） 
⑨⑩の規定について、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、泡消火設備その他これらに類するもので、自動式のものを設けた部分については、防火区画の床面積は2倍まで緩和される。（建基令112・①） 

m2

m2

防火材料 
内装制限一覧 

通常の火災による火熱が加えられた場合に、加熱開始後20分間、①燃焼しない　②防火上有害な変形、溶解、き裂などの損傷を生じ
ない③避難上有害な煙またはガスを発生しないものとして国土交通大臣が定めたものあるいは認定したものをいいます。 
尚、せっこうボード12mm以上は国土交通省告示第1400号に、不燃材料と定められています。 

不燃材料とは： 

不燃材と同様に、通常の火災による火熱が加えられた場合に、加熱開始後10分間、①②③の性能を有するものとして国土交通大臣
が定めたものあるいは認定したものをいいます。 
尚、せっこうボード9mm以上は国土交通省告示第1401号に、準不燃材料と定められています。 

準不燃材料とは： 

防火材料について（建築基準法施行令108条の2） 

内装制限と防火材料との関連（内装制限一覧） 



金属板 
屋外側 

屋内側 

12
.5

9.
5

606

亜鉛鉄板 
屋外側 

屋内側 

12
.5

9.
5
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防火・耐火・遮音 
防火・耐火構造 

告示および 
防火構造 
認定番号 

屋外側上張面材 

屋外側下張面材 

屋内側面材 

水平断面図（㎜） 認定取得者 備　　考 

下記構造の「国土交通省　告示」仕様と「（一社）石膏ボード工業会」認定工法の詳細に関しては、告示の仕様は建築主事などにご確認の上、工業会認
定工法はその認定条件に準じて、各々施工してください。 

（注）防火構造は外壁、軒裏に限定されました。間仕切壁は準耐火以上の仕様になります。各仕様の詳細は認定書の仕様をご参照ください。 

防火構造 

面材略記号 

12.5ＴＢ 

金属板 

9.5ＴＢ 

建設省告示 
１３５９号 

建設省 
（現：国土交通省） 

12.5ＴＢ 

9.5ＴＢ 

PC030NE 
 －9109

亜鉛鉄板会 
石膏ボード工業会 

＊面材略記号の数値はボードの厚さ（㎜）を示します。 
＊中空部分の吸音材グラスウール（GW）またはロックウール（RW）○○K、○○㎜は密度（㎏/m

3

）と厚さ（㎜）を示します。 
＊スタッド構造または木製下地構造の壁厚は、上張面材、下張面材、ランナー、スタッド、木製間柱などの公称寸法を用い
て計算しております。 

当社の壁構造は非耐力間仕切壁構造のため、その四周処理法は躯体の変形による力が間仕切壁に伝わらないことを
前提として取合部処理、隙間寸法などを決めております。柱、梁などの躯体の変形（床スラブのクリープ含む）は一様
ではなく、地震の大きさや建物の構造、またはその他の要因により大きく異なりますので、変形が予想される場合には、
その変形に応じた隙間寸法を加味するよう設計的に配慮してください。 

略記号 

TB 

TBZ 

TBZ-WR 

TSH 

THHC 

TGR

一般名称 

 せっこうボード 

 強化せっこうボード 

 強化せっこうボード 

 普通硬質せっこうボード 

 普通硬質せっこうボード 

 ガラス繊維不織布入せっこう板 

吉野石膏（株） 商品名 

タイガーボード 

タイガーボード・タイプＺ 

タイガーボード・タイプＺ-WR 

タイガースーパーハード 

タイガーハイパーハードC 

タイガーグラスロック 

亜鉛鉄板　ァ 0.15㎜以上 

《タイガー印せっこう建材による国土交通省認定》防火・準耐火・耐火・遮音構造一覧 

厚さ１２.５㎜せっこうボード 
（９１０×１,８２０㎜） 

せっこうボードから
結晶水を水として
取り出すと約３㎏と
なります。 

　せっこうボードが火に強いのは、芯材であるせっこうの重量の約21％を
占める「結晶水」に秘密があります。 
　この結晶水は通常では非常に安定していて発散することはありません。
しかし、火熱に接すると熱分解を起こし水蒸気として放出されていきます。
そして結晶水が全て放出されてしまうまでは、せっこうの温度は一定温度
以上に上昇しないのです。 
　この結晶水の「スプリンクラー」のような働きによってせっこうボードは
火に強いのです。 

せっこうボード豆知識 

せっこうボードが火に強い理由 
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防火・耐火・遮音 
準耐火・遮音構造 

9.
5

9.
5

12
.5

9.
5

12
.5

12
.5

9.
5

国土交通省（旧 建設省）告示 例示仕様 

9.5TB 

12.5TB

H12 建告 

1358号 

耐
力
壁
・
非
耐
力
壁 

12.5TB 

9.5TB
●間柱及び下地は木材または鉄材など 

告示番号 
上張面材 
下張面材 

備　　考 水平断面図（㎜） 

４５分準耐火システム（準耐火性能４５分間） 

9.5TSH 

9.5TB

ＱＦ045NP 
　　－900983

 

非
耐
力
壁 

吉野準耐火スーパー 
ウォールC

吉野石膏認定取得 

準耐火 
認定番号 

最小壁厚 
（㎜） 

商品名 
上張面材 
下張面材 

備　　考 水平断面図（㎜） 

●目地処理必須 

※上記システムの他にも遮音性能の高い間仕切壁が、当社カタログ「吉野耐火遮音システム」に多数掲載されていますのでご参照ください。 
※上記当社システムの仕様の詳細（ボード厚、中空幅、下地の規定、継目処理、四周処理、他）については、当社へお問合せください。 
※上記システムの「国土交通省　告示」仕様の詳細に関しては、建築主事などにご確認の上、施工してください。 

12
.5

12
.5

12
.5

12
.5

12
.5

9.
5

9.
5

9.
5

9.
5

12
.5

12
.5

６０分準耐火システム（準耐火性能６０分間） 

国土交通省告示 例示仕様 

9.5TB 

12.5TBZ

12.5TBZ 

9.5TB

12.5TB 

12.5TB
耐
力
壁
・
非
耐
力
壁 

告示番号 
上張面材 
下張面材 

水平断面図（㎜） 備　　考 

●間柱及び下地は木材または鉄材など 

9.
5

9.
5227.5 227.5

12
.5

12
.5

18
4

14
0

たて枠（89×38） 

６０分準耐火・遮音システム（準耐火性能６０分間+遮音性能） 

吉野石膏認定取得 

9.5TSH 

12.5TBZ 18451
　枠組壁工法 吉野準耐火 

スーパーウォール 
ＷP

耐
力
壁 

準耐火 
認定番号 

最小 
壁厚 
（㎜） 

商品名 
遮音 
性能 
（ＴＬＤ） 

上張面材 
下張面材 
吸音材 

備　　考 水平断面図（㎜） 

SOI－0052

GW24K・50㎜ 
2枚挿入 

遮音構造 
認定番号 

●目地処理必須 

（遮音性能測定機関：吉野石膏（株）総合性能試験センター） 

ＱＦ060BＰ 
　　－0007

12
.5

12
.5

R１ 国交告 

195号 

606

9.
5

9.
5

9.
5

9.
5

8345



 

 

 

 

 



 

 



 

 



防火・耐火・遮音 
遮音システム・耐火システム（柱） 

各構造のより詳しい内容につきましては、 
カタログ「耐火遮音システム」「吉野耐火コラム」や標準施工指導書をご参照ください。 
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耐火システム（柱） 

裏当て材：面材横目地部必須 
継目処理必須 

裏当て材：面材横目地部必須 
継目処理必須 

継目処理必須 

継目処理必須 

継目処理必須 

継目処理必須 

継目処理必須 

継目処理必須 

FP060CN 
    －0002

FP060CN 
    －0415

FP060CN 
    －0440

FP060CN 
    －0011

FP120CN 
    －0010

FP120CN 
    －0031

FP120CN 
    －0012

FP180CN 
  －0035

FP180CN 
  －0036

21TBZ（下張面材） 

15TBZ（上張面材） 

21TBZ（中張面材） 

21TBZ（下張面材） 

15TBZ（上張面材） 

21TBZ（中張面材） 

21TBZ（下張面材） 

21TBZ

21TBZ

21TBZ

21TBZ（上張面材） 

21TBZ（下張面材） 

15TBZ（上張面材） 

21TBZ（下張面材） 

21TBZ（上張面材） 

耐火構造 
認定番号 備　　考 面材構成 水平断面図（㎜） 商品名 

耐火コラム 
ZC－1（独立柱） 

耐火コラム 
ZC－1K（独立柱） 

耐火コラム 
ZC－1K（合成柱） 

耐火コラム 
ZC－1（合成柱） 

耐火コラム 
ZC－2（独立柱） 

耐火コラム 
ZC－2（合成柱） 

耐火コラム 
ZC－3（独立柱） 

耐火コラム 
ZC－3（合成柱） 

耐 火  
性 能  

1時間 

1時間 

1時間 

1時間 

2時間 

2時間 

3時間 

3時間 

12.5TB（増張り面材） 
※外壁材と直交する面のみ 

21TBZ

21TBZ

スタッド 

鉄骨柱 

ALC板・PC板 
鉄骨柱 

21TBZ

スタッド 

12.5TB※ 
ロックウール 

21TBZ

鉄骨柱 

スタッド 

鉄骨柱 

21TBZ

ロックウール 

ALC板 

鉄骨柱 

スタッド 
15TBZ 
21TBZ

21TBZ 
21TBZ

鉄骨柱 

スタッド 

21TBZ

ロックウール 

ALC板 

15TBZ

21TBZ

鉄骨柱 

スタッド 

鉄骨柱 ロックウール 

15TBZ

21TBZ

スタッド 

ALC板 

＊音響絶縁材（タイガーグラスパット）：幅45㎜・施工厚4㎜ 

15TBZ 

15TBZ 

なし 

15TBZ 

15TBZ 

なし 

9.5TSH 

21TBZ 

GW24K・50

12.5TB 

21TBZ 

GW24K・25

音響絶縁材：タイガー
グラスパットはスタッ
ドに千鳥配置で貼付 

135 

133 

138 

134

― 

― 

― 

― 

 

SOI-0110 

SOI-0110 

SOI-0117 

SOI-0117 

 

FP060NP 
　－0174

FP060NP 
　－0174

FP060NP 
  －0216

FP060NP 
  －0216

B15-T

B15-P

スーパーリブオールA

44 

45 

56 

52 67 13
4

21
21

12
.5

12
.5

100

リブ　 25
77 13
8

21
21

9.
5

9.
5

100

リブ　 25

リブオールA

ノンスタッド構造 
　25（JIS材）のリブを
用いた場合の壁高さ
は2.5mまでとします 
 （ランナー75形） 

303 303

13
5

65
1015

15

15

15

303 303

15

15
15

15

13
3

65

音響絶縁材（タイガーグラスパット） 

ノンスタッド構造 
　25（JIS材）のリブを
用いた場合の壁高さ
は2.5mまでとします 
（ランナー65形） 

遮音システム（1時間耐火＋遮音性能） 



防火・耐火・遮音 
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壁 構 造  標準壁厚 
（mm） 

吸音材 
（グラスウール、ロックウール） TLD値  上張面材  下張面材  

タイガードリーミィ・８０ 
タイガードリーミィ・７５ 
タイガードリーミィ・６５ 
タイガードリーミィ・６５Ｊ 
タイガードリーミィ・６２ 
タイガードリーミィ・６１ 
A‐２０００・WⅡ 

タイガードリーミィ・６０ 
A‐２０００・WⅠストロング 
A‐２０００・WⅠ-S 
A‐２０００・WⅠ／A‐２０００・WⅠ目透かし仕様 
A‐２０００・WⅠ敷目板タイプ 
スーパーリブオール Ａ 
スーパーウォール A・WⅡ 

ハイパーウォールＺ・WⅠ 
リブオール Ａ 
ハイパーウォール Ｚ・WⅠ敷目板タイプ 
Ｂ１５・ＷⅠ敷目板タイプ 
スーパーウォール Ａ-Ｐ 
Ｓ１２・ＷⅠ／Ｓ１２・ＷⅠ目透かし仕様 
Ｓ１２・ＷⅠ敷目板タイプ 
Ｂ１５・ＷⅠ 

ハイパーウォール Ｚ-Ｐ 
Ｂ１５-P 
Ｓ１２-P 
ハイパーウォール Ｚ-Ｔ 
Ｂ１５-Ｔ 
Ｓ１２-Ｔ 

ハイパーウォール 15Ｚ 
ハイパーウォール Ｚ 
A２１ 
スーパーウォール A 
S１２／S１２目透かし仕様 
A６０ 

Sウォール（標準仕様） 
Sウォール（両面張り仕様） 
Sウォール（増張り仕様） 
Sウォール・１００／Sウォール・１００-i 
Sウォール-WR

準耐火６０分仕様（GWなし） 
準耐火６０分仕様（GWあり） 

１２.５TB両面１枚（C６５形スタッド） 
１２.５TB両面１枚（４０形角スタッド） 
１２.５TB＋９.５TB両面（４０形角スタッド） 

８０ 
７６ 
６４ 
６４ 
６２ 
６１ 
６１ 

６０ 
６０ 
５７ 
５６ 
５６ 
５６ 
５５ 

５２ 
５２ 
５１ 
５１ 
５０ 
５０ 
５０ 
４９ 

４５ 
４５ 
４４ 
４４ 
４４ 
４３ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
２６ 

２３ 
３１ 
－ 
－ 
－ 

３４ 
３８ 

２５ 
２５ 
３１ 

５５２ 
４１１.５ 
２７１ 
２１０.５ 
１８４ 
１６０ 
２００ 

１５９ 
１３８ 
１３７ 
１３６ 
１５１ 
１３８ 
２００ 

１１９ 
１３４ 
１３４ 
１５０ 
１３４ 
１２５ 
１４０ 
１３５ 

１１７ 
１３３ 
１２３ 
１１９ 
１３５ 
１２５ 

１１４ 
１０９ 
１４９ 
１２６ 
１１５ 
６３ 

１０７ 
１１９.５ 
１１６.５ 
１４２ 
９２ 

１１５ 
１１５ 

９０ 
６５ 
８４ 

あり 
あり 
あり 
あり 
あり 
あり 
あり 

あり 
あり 
あり 
あり 
あり 
あり 
－ 

あり 
あり 
あり 
あり 
－ 
あり 
あり 
あり 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－ 
－ 
－ 

－ 
あり 

－ 
－ 
－ 

９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH

９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH 
９.５TSH

９.５THHC 
１２.５TB 
９.５THHC 
１５TBZ 
９.５TSH 
１２.５TBZ 
１２.５TBZ 
１５TBZ

９.５THHC 
１５TBZ 
１２.５TBZ 
９.５THHC 
１５TBZ 
１２.５TBZ

９.５THHC 
９.５THHC 
２１TBZ 
９.５TSH 
１２.５TBZ

２１TBZ×３枚 

２１TBZ 
　 
　 

２１TBZ 
２１TBZ

片面２１TBZ（２枚張り）、片面１２.５TB
２１TBZ（２枚張り）＋９.５TB

１２.５TB 
１２.５TB

１２.５TB 
１２.５TB 
９.５TB

２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ

２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ

１２.５TBZ 
２１TBZ 
１２.５TBZ 
１５TBZ 
２１TBZ 
１２.５TBZ 
１２.５TBZ 
１５TBZ

１２.５TBZ 
１５TBZ 
１２.５TBZ 
１２.５TBZ 
１５TBZ 
１２.５TBZ

１５TBZ 
１２.５TBZ 
２１TBZ 
２１TBZ 
１２.５TBZ

２１TBZ 
　 
　 

２１TBZ 
２１TBZ

１２.５TB 
１２.５TB

－ 
－ 

１２.５TB

映画館・音楽スタジオ・機械室 

集合住宅、ホテル・寮、学校・病院(居室間)

集合住宅(住戸-廊下間)、ホテル・寮、学校・病院、事務所・工場など 

ホテル・寮(居室-廊下間)、学校・病院(居室-廊下間)

学校・事務所ビル・病院・工場 

階段室・エレベータシャフト・パイプスペースなど 

工場などの準耐火建築物の区画壁など 

共同住宅等の住戸内間仕切壁（一般壁：法的要求のない間仕切壁） 

遮音性能 TLD80～61

遮音性能 TLD60～55

遮音性能 TLD52～49

遮音性能 TLD45～43

遮音性能 TLD40未満 

遮音性能 TLD40未満 

遮音性能 TLD40未満 

遮音性能 TLD40未満 

用途別推奨壁構造 
各壁構造の詳細（面材および下地の規定、目地処理、四周処理など）につきましては、別途、ご確認ください。 
実際の建築物における２室間の遮音性能「D値」は、音響試験室で測定した壁単体の遮音性能「TLD値」から１０dB程度低い値を
目安としてください。ただし、実際の居室の設計仕様などによってその値は異なりますのでご注意ください。 

● 

● 



建築基準法と
各種構造
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建築基準法の防火関連基準の概略
防火区画

主として大規模建築物で発生した火災を、耐火（準耐火）構造の壁、床および防火戸などの特定防
火設備により細分化した区画内に封じ込めるのが目的で、下記の３分類となります。

水平方向の火災の拡大を防止
（壁）耐火（準耐火）構造では区画
面積は最低 1,500m2 以内

1 面積区画
吹抜け空間など縦方向に火煙が拡
大するのを防止（エレベーター、パ
イプスペース、階段など）

2 堅（タテ）穴区画 3 異種用途区画
劇場と百貨店など異種の目的で使
用される空間の安全を確保するた
めに空間相互を防火区画する。

構造と耐火性能

耐力壁に限る

構造部分

非耐力壁
間仕切壁

外壁

柱

床

は　り

屋　根

階　段

関係指定構造

耐力壁

非耐力壁

耐火構造

1時間

1時間

1時間

30分

30分

30分

平成12年建設省告示第1399号

1時間

1時間

1時間

1.5時間

1.5時間

1時間

30分

1.5時間

1.5時間

1.5時間

2時間

2時間

1時間

30分

2時間

2時間

2時間

1時間 1時間 1時間

最上階及び最上階から
数えた階数が2以上で
4以内の階

最上階から数えた階数
が5以上で9以内の階

最上階から数えた階数
が10以上で14以内の階

2時間

2時間

1時間

30分

2.5時間

2時間

2.5時間

1時間

最上階から数えた階数
が15以上で19以内の階

2時間

2時間

1時間

30分

3時間

2時間

3時間

1時間

最上階から数えた階数
が20以上の階

※「建設省」は現在「国土交通省」となっております。
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省令準耐火構造

216,040円216,040円
215,570円215,570円
209,130円209,130円

■東京都に2,500万円で新築住宅を建て、5年で一括払いとした場合の火災保険料

あなたの生命と財産を守ります

火災保険料が割安に

火災保険料が
約40％ダウン！

タイガーボードを使った省令準耐火構造
仕様例（住宅金融支援機構の木造軸組工法）

一般の木造住宅
（Ｈ構造）

省令準耐火構造の住宅
（Ｔ構造）

省令準耐火構造の
住宅とすると

※2022年10月より火災保険が改定され、契約期間が最長5年となりました。
※保険料は、建築費、地域、保険会社等によって異なりますので、詳細は保険会社にご確認ください。

2階の天井ボード（上階に床がない部分）

1階の天井ボード（上階に床がある部分）

(12.5㎜厚）

(12.5㎜厚）

内壁のボード（界壁以外）
(12.5㎜厚）

(12.5㎜厚）

内壁のボード（界壁以外）

1日あたり、107件の火災が発生、
火災による死者数は4.3人。
建物火災の55％で、火災の通報後10分
以内に消火活動が始まっています。

（平成28年版 消防白書）

消火活動開始まで = 10分以内

省令準耐火構造 = 15分の耐火性能

⬇

12mmのタイガーボードが
あなたの生命と財産を守ります

A社

B社

C社

  〈省令準耐火構造について〉
・平成２１年に（独）住宅金融支援機構により、木造軸組工法の省令準耐火建築物の仕様が決められ、いずれの工務店でも省令準耐火構造の建
築物を建てることができるようになりました。
・省令とは、勤労者財産形成促進法施行令第36条第2項及び第3項の基準を定める省令（平成19年厚生労働省・国土交通省令第１号）を指します。
・仕様の詳細に関しては、「木造住宅工事仕様書（2023年版）」をご確認ください。

「省令準耐火構造」は、住宅金融支援機構の融資等に特有の構造で、建築基準法に定める準耐火構造とは異なりますので、ご注意ください。注意

火災保険料を決める構造区分
平成22年に保険料を決める構造区分が変更され省令
準耐火建築物が耐火建築物と同等の「Ｔ構造」となり
ました。

保険料

Ｔ：耐火、Ｈ：非耐火

・ 下記いずれかに該当する建物
コンクリート造建物、コンクリートブロック造建物、レン
ガ造建物、石造建物、鉄骨造建物（外壁は問わない）

・ 耐火建築物
・ 準耐火建築物
・ 省令準耐火建築物

・ Ｔ構造に該当しない建物
木造建物、土蔵造建物、その他

安い

高い

該当する建物の種類

Ｈ構造
耐火性 ： 低

Ｔ構造

構造区分

平成28年6月23日より、タイガー防水ボードなども使えるようになりました。
（詳細は、「タイガーボードを使って省令準耐火構造に」カタログをご確認ください。）タイガーボードを使って省令準耐火構造に

火災保険料の例（参考）

A社  351,660円
B社  360,350円
C社  362,140円
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木造建築物などの 
技術基準 
タイガーボード類の対応 

構造の種類 
防火性能上の構造区分は以下の４種類があります。 

耐火構造 

１.非損傷性 構造耐力上支障のある変形、溶融、破壊その他の損傷を生じない。 

２.遮熱性 加熱面（火災側）の反対側の面の温度が可燃物延焼温度以上に上昇しない。 

３.遮炎性 加熱面（火災側）の反対側の面に火炎を出す原因となる亀裂その他の損傷を生じない。 

通常の火災が終了するまで建築物の倒壊及び延焼を防止する性能を有する構造で、通常の火災による火熱が所定時
間加えられた後も非損傷、遮熱、遮炎を有する、柱・壁・床などの建築物の各部分の構造。 

準耐火構造 

通常の火災による延焼を抑制する性能を有する構造で通常の火災による火熱が所定時間加えられている間、非損傷、
遮熱、遮炎を有する、柱・壁・床などの建築物の各部分の構造。 

防火構造 

建築物の周囲で発生する通常の火災による延焼を抑制する性能を有する外壁又は軒裏構造。 

準防火構造 

建築物の周囲で発生する火災による延焼の抑制に一定の効果を発揮する性能を有する、土塗壁もしくは、土塗壁と同
等の防火性能を有する外壁構造。 

１ 

2

3

4
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木造建築物などの 
技術基準 
タイガーボード類の対応 

耐火建築物と準耐火建築物の相関 ［建築物の構造区分体系］ 

※イ準耐の主要構造部は、準耐火構造または準耐火構造および耐火構造とする。 

※防火構造以上とは、防火構造、準耐火構造、耐火構造を指す。 

（延焼のおそれ 
　のある部分） 

（延焼のおそれ 
　のある部分） 

（延焼のおそれ 
　のある部分） 

（延焼のおそれ 
　のある部分） 

令第109条の3第2号の準耐火建築物 
（ロ準耐2号・不燃構造） 

令第109条の3第1号の準耐火建築物 
（ロ準耐1号・外壁耐火構造） 

20分耐火 

通常の火災の火の粉で火災を発生させないもの 通常の火災の火の粉で火災を発生させないもの 

防
火
戸 

防
火
戸 

防
火
構
造
以
上 

防
火
構
造
以
上 

耐
火
構
造 

耐
火
構
造 

防
火
構
造
以
上 

防
火
戸 

防
火
戸 

防
火
戸 

屋根（30分以上） 

軒裏準耐火構造 

間仕切壁（45分以上） 

床（45分以上） 

柱・梁 
（45分以上） 
柱・梁 

（45分以上） 

階　　段 
（30分以上） 
階　　段 

（30分以上） 

（延焼のおそれのある部分） 

軒裏準耐火構造 

防火戸 

外壁（耐力壁 
　　　45分以上） 

法第2条第9号の3の準耐火建築物 
（イ準耐） 

① 

② ③ 

床：準不燃 
3階以上の床 
→30分耐火 

床：準不燃 
3階以上の床 
→30分耐火 

外壁（非耐力壁    
　　 　　 30分以上）  

外壁（非耐力壁 
　　　　延焼のおそれのある部分 
　　　45分以上） 

木造３階建共同住宅 

主要構造部：４５分準耐火構造 

主要構造部：1時間準耐火構造 

イ準耐火建築物 

耐火建築物 

木造 非木造 

準耐火建築物 

ロ準耐火建築物 

主要構造部 
３時間耐火構造 
２時間耐火構造 
１時間耐火構造 

主要構造部：柱、梁 
　不燃材料、 
　準不燃材料 

第２号 

外壁：耐火構造 
屋根：２０分（遮炎性） 

第１号 

耐
火
時
間 

１
時
間
以
上 

４５
分
以
上 

① 

② ③ 



39

木造建築物などの 
技術基準 
タイガーボード類の対応 

1時間木造耐火構造の告示におけるせっこうボード対応一覧 

構造部分 

柱 

床 

屋根（30分） 

はり 

階段（30分） 

表側の部分 

裏側の部分または 
直下の天井 

例示仕様 構造部分 

外壁 

間仕切壁 

例示仕様 

H１２ 建告１３９９.

① 25･Z＊＋21･Z＊ 

① 21･Z＊＋21･Z＊ 

① 25･Z＊＋21･Z＊ 

① 15･Z＊＋12.5Z＊ 

① 25･Z＊＋21･Z＊ 

① 15･Z＊＋12.5Z＊ 
① 21･Z＊＋21･Z＊ 
② 21･Z＊＋15･Z＊+8ケイカル板 

       　部位…30分以上 

＜略号説明＞ 

（屋内側） 
① 21･Z＊ 

　 ＋21･Z＊ 

② 21･Z＊ 

　 ＋15･Z＊ 
　 ＋8ケイカル板 

（屋外側） 
① 21･WR 
　 ＋21･WR 
　 ＋外装材 

② 21･WR 
　 ＋15･WR 
　 ＋8ケイカル板 
　 ＋外装材 

〔（１２.５ １５ ２１ ２５）･Z＊〕 
 
〔（１５ ２１）･WR〕 

〔８ケイカル板〕 
〔外装材〕 

：　タイガーボード・タイプZ（GB-F（V）強化せっこうボー
ド）厚さ別表記 （タイガーボード・タイプZ-WRも使用可） 
：　タイガーボード・タイプZ-WR（GB-F強化せっこうボ
ード）厚さ別表記 

：　厚さ８mm以上の繊維混入ケイ酸カルシウム板 
：　金属板、軽量気泡コンクリートパネル、窯業系サイディン
グを張ったもの、モルタルを塗ったもの、しっくいを塗っ
たもの 

せっこうボードによる1時間木造耐火構造【告示の例示仕様　　　　　　　  】 平成12年建設省告示第1399号 
（耐火構造の構造方法を定める件） 間仕切壁、外壁 

図1　間仕切壁 

図2　外壁 

・中空部に無機質系断熱材（グラスウー
ルなど）の挿入も可能です。 

・木下地とタイガーボード・タイプZ間
に耐力面材を張ることも可能です。 

・外装材として、窯業系サイディング、軽
量気泡コンクリートパネル、金属板、モ
ルタルを塗ったもの、しっくいを塗った
ものが使用可能です。 
・木下地とタイガーボード・タイプZ-WR
またはタイガーボード・タイプZ間に耐
力面材を張ることも可能です。 

※通気工法とすることが必須です。 
※タイガーボード・タイプZ-WRの施工を始めてか
ら、２週間以内に透湿防水シートを施工してくだ
さい。 
※雨天時の屋外側の施工は避けてください。 

・ 施工中に一時的に雨掛りとなる箇所の防火被覆には、タイガーボード・タイプZ-WRを使用してください。 
・ 告示の例示仕様においては、下地を鉄材にすることも可能です。 
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木造建築物などの 
技術基準 
タイガーボード類の対応 

柱、床、はり、屋根、階段 

図1　柱 図2　床 

図3　はり 

図5　階段（30分） 

図4　屋根（30分） 

・中空部に無機質系断熱材（グラスウールなど）の挿入も可能です。 

・中空部に無機質系断熱材（グラスウールなど）の挿入も可能です。 

せっこうボードによる1時間木造耐火構造【告示の例示仕様　　　　　　　  】 平成12年建設省告示第1399号 
（耐火構造の構造方法を定める件） 
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木造建築物などの 
技術基準 
タイガーボード類の対応 

せっこうボードによる準耐火構造 木造・鉄骨造間仕切、外壁、柱 

図２ QF０６０BE-９２２９　外壁（耐力）　準耐火１時間 図１ QF０６０BP-９０７２　間仕切壁（耐力）　準耐火１時間 

目地処理 

455
455

強化せっこうボード15 
GB-F（V） 

強化せっこう 
ボード15 
GB-F（V） 

図３ QF０４５BP-９０７１　間仕切壁（耐力）　準耐火４５分 

455
455

目地処理 

強化せっこうボード12.5 
GB-F（V） 

強化せっこうボード12.5 
GB-F（V） 

図４ QF０４５BE-９２２７　外壁（耐力）　準耐火４５分 

2×4工法の場合、柱の断面寸法は 
140×140を標準とする （ ） 

柱 （135×135以上） 

くぎ （GN40以上） 

コーナービード 

強化せっこうボード 
12.5 （45分） 
15 （1時間） 
GB-F（V） 

図５ QF０４５CN-９０３３,QF０６０CN-９０３４　柱　準耐火４５分,１時間 

※（注）外装材 ①準耐火６０分告示の外装材 ②準耐火６０分認定の外装材（指定された外装材に限定） ③防火構造告示の外装材 
④防火構造認定の外装材（指定された外装材に限定） ⑤準耐火４５分告示の外装材 
 

胴縁 

柱 

間柱 

外装材
※①、

② 

455
455

45
5

45
5 目地処理 

胴縁 

柱 

間柱 

強化せっこうボード12.5 GB-F（V） 

455
455

45
5

45
5

　　　
外装材

※③～
⑤ 

目地処理 

強化せっこうボード15 GB-F（V） 
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遮　音 
音の概念/防音対策 
遮音壁の構造原理 

音の概念 

遮音壁の構造原理（遮音の実際について） 

防音対策 

音が人間の耳に伝わる径路を空気（伝搬）音、固体（伝搬）音などと呼び、私達が扱う音は主として「空
気音」です。空気音とは、何かの衝撃で発生した音源が空気を振動させ、これが音波として人間の耳
に達して聞こえるわけです。 

質量則によって計算すると、重く、厚い壁ほど遮音性能は向上します。しかし、コンク
リート壁を例にとると、厚さ１０cmの壁を２倍の２０cmにしても透過損失はわずか５
dBしか向上せず、不経済なばかりで効果的ではありません。 

空気層を挟んで２枚の壁を独立して建てると、透過損失はおの
おのの壁の透過損失を加算したものとなり、大変効果的でまた
経済的です。せっこうボードは比重０.７～０.８でコンクリート（２.３）
に較べれば同じ厚さで１/３と非常に軽く、ボードを少々重ね張り
しても到底コンクリートにはおよびません。従ってボードによる
遮音壁は２重壁として有効に使うのが最善の方策です。 

音の大小とは 音の高低とは 

●音の波の高さ（振幅）が高くなる程大きな音となります。 

騒音の単位として「ホン」 
音圧の単位として「デシベル（dB）」 

●音の波長が長ければ長いほど低い音になります。 
　すなわち周波数（ヘルツ・Hz）が小さいほど低く、大き 
　いほど高くなります。 音の大きさは 

一般に防音とは4つの要素にわけることができます。 

1 遮音（音をさえぎる） 
 

2 吸音（音を反射させない） 

3 防振（振動させない） 

4 制振（振動を短時間にとめる） 

ひとつの部屋の音響条件を考えるとき、「遮音」は外部や隣り
からの音をさえぎる有効な壁を設け、「吸音」は部屋の内部に吸
音材を用いて室内の反響（残響時間）を調節し、「防振」はピア
ノや空調機などの下に防振材を敷くなどして床などへの音の固
体伝搬を防ぎ、「制振」は音波による壁板の振動を早くとめるた
めに制振シートなどを重ねて振動しにくくするなどの具体的な方
策を複合的に採る必要があります。 

単体壁（一枚壁） 

独立二重壁構造とせっこうボード 

振
幅 

小
さ
い
音 

大
き
い
音 

壁の重量アップによる遮音性の向上性 

壁の重さ 

1 2倍 4倍 

1 1.4倍 2倍 遮音性の向上度合 

一重壁の遮音効果 

30dB

80dB 50dB

35dB

80dB 45dB

二重壁の遮音効果 

30dB

80dB 50dB

30dB

50dB

30dB

20dB80dB

振幅 

低い音 

高い音 

１ 

２ 
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遮音性能の表わし方 

遮音性能の表わし方 
遮音性能は透過損失（TL）で表わされ音源からの音を界壁を隔てて聞いたとき、どのくらい音が小さ
くなったかを透過損失（TL:単位dBデシベル）といいます。下図の場合は界壁の透過損失は３０（dB）
であってこの壁の遮音性能を表わしています。 

遮音性能TL=３０（dB） 

80dB 50dB

音源 

界壁 

耳 

（TL : sound Transmission Loss） 

（D : sound pressure level Difference） 

遮音等級（D値） １ 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

音

響

透

過

損

失

 

２
室
間
の
空
気
音
遮
断
性
能 

（dB） 
 

中心周波数（Hz） 
 

4000 
 

125 250 500 1000 2000

日本建築学会 
基準曲線 

D-60
D-55
D-50
D-45
D-40
D-35
D-30

 
◯「D値」は実際の建築物の２室間の遮音性能（２室間の
空気音遮断性能）を表します。  
◯「D値」は、上記遮音性能を中心周波数、１２５、２５０、５００、
１０００、２０００、４０００Hzの６帯域測定し、日本建築学会の
遮音基準曲線にあてはめ、上記６帯域の全ての測定値が、
ある基準曲線を上回るとき、その上回る基準曲線の内
の最大の基準曲線の数値を「D値」と呼びます。  
◯建築物の遮音性能は、D値を尺度として表され、日本建
築学会では室用途別に性能基準を定めています。  
◯「D値」は遮音壁以外の窓やドアなどの開口部や躯体
などの異種部位からの「音の回り込み」を含みます。  
◯「D値」は、同一の遮音壁で２室間の界壁を施工した場
合でも「音の回り込み」が発生するため、部屋の設計仕
様により異なった値となります。 

（TLD : Transmission Loss Difference） 

壁単体の遮音性能（TLD） ２ 

 
◯「TLD値」は、音響試験室で測定された遮音壁単体の
遮音性能（音響透過損失）を表します。  
◯「TLD値」は、上記遮音性能を「D値」と同様に日本建
築学会基準曲線にあてはめて求めます。  
◯ただし、「D値」が４０、４５、５０などの５単位で表されるの
に対して「TLD値」は４１、４２、４３などの１単位で評価し
ます。  
○「TLD値」は音響試験室によって音響特性が異なりま
すので、異なった音響試験室で同じ壁を測定してもそ
れぞれ異なった値となる可能性があります。 
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遮　音 
実際の部屋での遮音性能 
日本建築学会による 
遮音性能基準 

（遮音壁の遮音性能（TLD値）より実際の部屋での遮音性能（D値）を予測する手順） 

日本建築学会による遮音性能基準 

建築物 

集合住宅 

ホテル 

事務所 

学　校 

病　院 

客　室 

業務上プライバシーを 
要求される室 

室間仕切壁  
テナント間界壁 

普通教室 

病室（個室） 

客室間界壁 

室間仕切壁 

〃 

室用途 

居　室 

部　位 

適用等級 

特級 
（特に優れている） 

1級 
（優れている） 

2級 
（標準） 

3級 
（やや劣る） 

隣戸間界壁 

○畳敷きの和室または大きい洋室 
○窓・ドアが遮音壁から離れている 
○窓・ドアに遮音性能のよい部材（防音タイプ）が使われている 
○その他音響的に配慮した設計あり 

性能低減値に影響を及ぼす設計要因（a：配慮した設計例、b：弱点のある設計例） 性能低減値 

５dB

１５dB

a

b

音響的設計の程度 

音響的に配慮した 
設計の場合 

音の回り込み等の 
音響的に弱点のある 

設計の場合 

○小さい洋室 
○窓・ドアが遮音壁に接近している 
○窓・ドア等に隙間（換気口・新聞差込み用の隙間等）あり 
○遮音壁にダクト等が貫通している 
○その他音響的な音の回り込みがある 

D-55

D-50

D-45

D-50

D-55

D-50

D-45

D-40

D-45

D-50

D-45

D-40

D-35

D-40

D-45

D-40

D-35

D-30

D-35

D-40

実際の部屋での遮音性能 

実際の部屋（現場）での２室間の空気音遮断性能（D値）は、遮音壁の試験室での空気音遮断性能
（遮音壁単体の遮音性能値：TLD値）から現場の施工状況や、実際の部屋の設計仕様などによる
性能低減値（音の回り込みその他低減値の合計）を差し引くことによって求められます（下式）。 

－ ＝ 
性能低減値 TLD値 D値 

たとえば、当社の遮音壁「タイガードリーミィ・６０」を使用した場合、 
性能低減値を１０dB（注）とすれば、D値は５０（D-５０）となり、本ページ下段の表に示す 
「日本建築学会による遮音性能基準」の適用等級は、集合住宅の１級となります。 

２室間の空気音遮断性能 遮音壁単体の遮音性能 遮音壁以外よりの音の回り込み等で
１０dB（注）程度となります。 

－ ＝ １０dB（注） TLD-６０ D－５０ 
（集合住宅１級） （タイガードリーミィ・６０） （性能低減値） 

性能低減値は、下表aの音響的に配慮した設計の場合は５dB、下表bの音の回り込み等の音響的に弱点のある設計の場合は１５dB
（音響的な弱点要因が重なれば１５dBを超える場合もあります）ですが、今回は中間の１０dB（性能低減値は１０dBを想定する場合
が一般的です）で計算しました。 

（注） 

 

上式はあくまで目安としての数値であり、性能低減値は部屋の設計仕様によって
変わりますので、当社としてD-５０を保証するものではありません。 
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単板の遮音性能 
～ボード厚さによる効果～ 

厚さ 
厚さ 
厚さ 

① 
② 
③ 

12.5 
15 
21

mm 
mm 
mm

――■―― 
――■―― 
――■―― 

中心周波数〔Hz〕 《測定機関：東京大学 生産技術研究所》 

音
響
透
過
損
失 

〔dB〕 

10

0
125 250 500 1000 2000 4000

20

30

40

50

60

70

共通間柱 
共通間柱 
共通間柱 

両面12.5TB1枚張り 
両面12.5TB2枚張り 
両面12.5TB2枚張り、GW24㎏/m350㎜挿入 

④ 
⑤ 
⑥ 

――●―― 
――▲―― 
――▲―― 

70

共通間柱 
千鳥間柱 
千鳥間柱 

両面12.5TB2枚張り 
両面12.5TB2枚張り 
両面12.5TB2枚張り、GW24㎏/m350㎜挿入 

⑤ 
⑦ 
⑧ 

――▲―― 
― ― ―○― ― ― 
― ― ―○― ― ― 

千鳥間柱工法の効果 
～共通間柱工法との比較～ 

音
響
透
過
損
失 

〔dB〕 

10

0
125 250 500 1000 2000 4000

20

30

40

50

60

70

中空壁の効果（共通間柱工法） 
～ボード１枚張り、２枚張り、吸音材挿入の効果～ 

音
響
透
過
損
失 

中心周波数〔Hz〕 《測定機関：吉野石膏（株） 総合性能試験センター》 中心周波数〔Hz〕 《測定機関：吉野石膏（株） 総合性能試験センター》 

〔dB〕 

10

0
125 250 500 1000 2000 4000

20

30

40

50

60

単板の遮音性能 

中空壁の効果（共通間柱工法） 

千鳥間柱工法の効果 

　通常の場合、ボード厚さが大きくなるほど遮音性能が向上します。
しかし、ほとんどの材料は、材料自身が振動しやすい周波数をもっ
ており、その周波数と同じ周波数の音がその材料に入射すると共
振を起こし、遮音性能が低下します。この現象をコインシデンス効
果といいます。同効果は、タイガーボードでは２０００Hz近辺の高音
域で発生し、ボード厚さが大きくなるほど低音に移動します。 

　間柱の両面にボードを施工し、壁の中央に中空部を持たせた共
通間柱工法の中空壁は、単板に比べ中高音域で遮音性能が飛躍
的に向上しますが、両面１枚張りでは十分な性能とはいえず用途
が限られます。このために、ボードを２枚張りして中空部に吸音材
を挿入したり、あるいは　で説明する千鳥間柱工法を採用して、
更に性能を向上させます。 

　この工法は、壁の表面と裏面の間柱が独立しているので、表裏
の壁面は絶縁され、表面→間柱→裏面という音の直接の伝搬が無
くなります。このために、共通間柱工法に比べ遮音性能が平均で 
５dB程度向上します。住宅の戸境用途の遮音壁は、同工法でボー
ド厚さの大きい面材を使用し中空部に吸音材を挿入した工法が
多く採用されています。遮音壁の詳細は「吉野耐火遮音システム」
のカタログを参照してください。 

タイガーボード・タイプＺ 

12
.5
～
21①～③図 

間柱 　-50形 

11
5

65
25

25

⑦図 
間柱 　-65形 

11
5

65
25

25

グラスウール 24kg/ｍ3 厚さ50㎜ ⑥図 間柱 　-50形 

11
5

65
25

25

⑧図 

グラスウール 24kg/ｍ3 厚さ50㎜ 

間柱 　-65形 

11
5

65
25

25

⑤図 



木造下地 （一社）石膏ボード工業会刊 「石膏ボードハンドブック」より 

施　工 

壁下地 

天井下地 

●木造壁下地の種類・寸法・取付間隔（例） 
用　途 

木造軸組み工法 

 

枠組壁工法 

部材の種類 

間柱（目地部分） 

間柱（目地部分以外） 

たて枠 

上枠、下枠 

寸法（mm） 取付間隔（mm） 

45×105以上 

30×105以上 

38×89以上、38×140以上、38×189以上 

500以下 

500以下 

500以下 

― 
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●木造天井下地材の種類・寸法・取付間隔（例） 
用　途 

 

一 般 天 井 

 

枠組壁工法の天井 

部材の種類 

野縁 

野縁受け 

吊り木 

 上階の床根太若しくは天井根太、その他 

寸法（mm） 取付間隔（mm） 

30×38以上又は35×35以上 

30×38以上又は35×35以上 

30×38以上又は35×35以上 

340以下 

1000以下 

1000以下 

500以下 

住宅金融支援機構「［フラット３５］対応　木造住宅工事仕様書　平成２８年版」の「省令準耐火構造の住宅の仕様」をもとに作成 

住宅金融支援機構「［フラット３５］対応　木造住宅工事仕様書　平成２８年版」の「省令準耐火構造の住宅の仕様」をもとに作成 

出典：住宅金融支援機構「［フラット３５］対応　木造住宅工事仕様書　平成２８年版」　発行：㈱井上書院 

出典：住宅金融支援機構「［フラット３５］対応　木造住宅工事仕様書　平成２８年版」　発行：㈱井上書院 

参考図 18.4.3-1　上階に床がある部分の天井（天井木製下地） 

参考図 １8.3.1　外壁の室内に面する部分の防火被覆の例 参考図 １8.3.2　間仕切り壁の防火被覆の例 



鋼製下地 日本建築学会刊「建築工事標準仕様書・ 
同解説 JASS26 内装工事」より 

壁下地 

天井下地 

●壁下地材の名称 

●壁下地材の種類（JIS A ６５１７より） 

（スタッド、ランナー、振れ止めなどはJIS品を標準とする） 

（野縁及び野縁受けはJIS品を標準とする） 

スタッド 

75形 

65形 

50形 

部材 

種類 

100形 

90形 

WS-75

WS-65

WS-50

記号 

WS-100

WS-90

75×45×0.8

65×45×0.8

50×45×0.8

寸法 

100×45×0.8

90×45×0.8

ランナー 

WR-75

WR-65

WR-50

記号 

WR-100

WR-90

77×40×0.8

67×40×0.8

52×40×0.8

寸法 

102×40×0.8

92×40×0.8

振れ止め 

WB-19

記号 

WB-25

19×10×1.2

寸法 

25×10×1.2

単位:mm

●天井下地材および天井下地材付属金物の名称 

●天井下地材の種類（JIS A ６５１７より） 
シングル野縁 

25形 

19形 

部材 

種類 

CS-25

CS-19

記号 

25×25×0.5

25×19×0.5

寸法 

ダブル野縁 

CW-25

CW-19

記号 

50×25×0.5

50×19×0.5

寸法 

野縁受け 

CC-19

記号 

38×12×1.2

CC-25 38×12×1.6

寸法 

単位:mm

（注）1.ダクト類の小規模な開口部の補強材は、それぞれ使用した種類のスタッド又はランナーとする。 
　　　2.スタッドの高さに高低がある場合には、高い方を適用する。 
　　　3.５０形は、ボード片面張りの場合に適用する。 
      

スタッド 

振れ止め 

ランナー 

スペーサ 

ランナー 

図1　壁下地材（例図） 455 455 （67×40×0.8） ランナー 取付用金物 

振れ止め＠1200 
程度 

－＠450程度 

取付用金物 ランナー 

H

スタッド間隔 455mmの場合 

303 303
（67×40×0.8） 
ランナー 取付用金物 

取付用金物 

ランナー 

H

スタッド間隔 303mmの場合 

図2　天井下地材（例図） 

ダブル野縁 

ダブルクリップ 

シングルクリップ 

シングル野縁 

野縁受け 

野縁受け 

ジョイント 

バックアップ材 

つりボルト 

ナット 

ハンガ 

ダブル野縁ジョイント 

シングル 
野縁ジョイント 

備　考　　鋼製下地材の本体とは、スタッド、ランナー、振れ止め、野縁及び野縁受けをいう。 

W：ダブル野縁（幅50）@910 
S：シングル野縁（幅25）@ 303 
野縁受け 38×12×1.2@900～1200

910

900～1200
18
20

91
0

30
3

W

S

S

W

S

S

W

（平成25年度版 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」より） 

●スタッド、ランナーなどの種類 

スタッド 

90形 

65形 

50形 

部材等 

種類 

100形 

90×45×0.8

65×45×0.8

50×45×0.8

100×45×0.8

ランナー 

92×40×0.8

67×40×0.8

52×40×0.8

102×40×0.8

出入口及びこれに 
準ずる開口部の 
補強材 

　-75×45×15×2.3

　-60×30×10×2.3

― 

2　-75×45×15×2.3

スタッドの 
高さによる 
区分 

高さ4.0mを超え 
4.5m以下 

高さ4.5mを超え 
5m以下 

高さ4.0m以下 

高さ2.7m以下 

補強材 
取付用 
金物 

L-50×50×4

L-30×30×3

― 

振れ止め 

25×10×1.2

19×10×1.2

単位:mm

スタッド 

　　　　　材 　　　　　材 

施　工 
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  4.スタッドの高さが５.０mを超える場合は特記による。 

単位:mm

単位:mm



取付け用金物（くぎ・ねじ） 

施　工 
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取付け用金物 

・せっこうボードを壁・天井の木製下地または鋼製下地に取り付ける場合は、表1の取付け用金物を主に使
用する。なお、せっこうボードを重ね張りする場合も同様とする。 

ここでは、一般的な壁・天井における取付け用金物の施工について説明します。 
防耐火・遮音などの認定構造を施工する場合は、必ず、認定書通りの施工を行
ってください。 

せっこうボードの取付け 

�木製下地にくぎ打ちする場合は、ボード厚の3倍程度の長さの
くぎを用い、頭が十分平らになるように打ち付ける。 
 
�木製または鋼製下地にねじ留めする場合は、下記のねじ長さを
目安とし、ねじ頭はボードの表面より少しへこむように確実に締
めこむ。 
　　木製下地：ボード厚より15mm以上長いもの 
　　鋼製下地：ボード厚より10mm以上長いもの 
 
�重ね張りにおいて、上張りボードを木製または鋼製下地にねじ留めする場合も、②にしたがう。 
 
�上張りボードを下張りボードに取付ける場合は、接着材を用い、ステープルなどを併用して取り付ける。 

●図1　せっこうボード用くぎの形状 

●図2　ドリリングタッピンねじの形状（せっこうボード向け） 

（1）平頭の例 

（2）胴部の形状 
a.スムース b.スクリュー 

c.リング 

L

頭部 

首部 胴部 先端部 

●表1　取付け用金物 

下地 

 

木製 
 

 

鋼製 

せっこうボード 

取付け用金物 

せっこうボード用くぎ 

ステンレスくぎ 

十字穴付き木ねじ 

ドリリングタッピンねじ 

ドリリングタッピンねじ 

ステープル 

●表2　くぎ長さの目安 

せっこうボード 
の厚さ 

9.5 

12.5 

15.0 

 

くぎ長さ 

32以上 

40以上 

50以上 

L: 長さ 

　 （頭部下面から 

　 先端までの長さ） 

（1）鋼製下地用（通称：軽天ビスなど） 

（2）木製下地用（通称：コーススレッドなど） 

L

L

ねじ山 頭部 ねじ先 

ねじ山 頭部 ねじ先 

※取付け用金物の名称は、JIS上の名称を引用した。 
　せっこうボード用くぎ、ステンレスくぎ：JIS A 5508 
　十字穴付き木ねじ　　　 
　ドリリングタッピンねじ 
　ステープル　　　　　 
 
※使用環境によって取付け用金物の腐食が予想される場合は、亜
鉛めっきまたは亜鉛めっきにクロメート処理を施したもののほか、
ステンレス鋼・黄銅製、もしくは塗装を施したものを使用する。 

単位: mm

L: 長さ 

：JIS B 1112 
：JIS B 1125 
：JIS A 5556 

 









 

〈せっこうボード曲率半径〉 
ボードの厚み 

  : ボードの長さ 

r : 曲率半径 

d : たわみ 

9.5

1,820

1,500

270

12.5

2,000

200

単位mm

（写真-1） 

r
x

d

　タイガーボード自体には、ある程度の可撓性がありますので曲率半径の大
きい曲面は、そのまま下地に添わせて矯正しながら留付けます。 

＜カタログ＞タイガーGL工法/タイガーUL工法 詳細ガイド 

ボードのたわみの利用 11

12

コンクリート、ALC躯体の仕上げ壁とし
て開発された、極めて手軽な乾式工法で、
合理的な専用部材によってシステム化さ
れたスピーディ工法です。この工法は
ALCのドライロッキング構法の内装張り
として適した工法です。 

ULスポンジF 
注入口φ８@６００ 

ULスタッド 

ULアンカー 

（単位：ｍｍ） 

@
６０
０
 

１５
～
２０
 

６０
０
以
下
 

ULランナーF

ULスポンジF

ULスポンジF

ULボンドFタイプ 
ULボンドFタイプ 

スピンガン 
SG８１０００ 

@９００以内 

@３０３ （４５５） 

@９００以内 

@３０３ （４５５） 
３０３ （４５５） タイガーUL工法 14

わん曲率の大きい（曲率半径rが小さい）場合は、ボー
ドの表面原紙に等間隔の切れ目を入れ、これを表側に
折り曲げて張ります。 

ボードの表面のスリットの利用 

タイガーボードをコンクリート、コンクリートブロ
ック、ALC板などの下地にタイガーGLボンドで
直張りする工法です。下地組を必要とせず、省力化、
工期の短縮とコストダウンが可能です。 

タイガーGLボンド塗付けピッチ 

200～250

250～300

150～200

単位mm

タイガーGLボンド使用量 

仕上げ厚 

20～25mm

GLボンド使用量 

約3～4.5kg/ｍ2
10mmぐらい 
ボードを 
浮かす 

腰壁部 

腰壁上部 

ボード周辺部 

タイガーGL工法 3

幅方向のR加工も 
できます。 
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主な応用工法 
曲面工法 
タイガーGL工法 
タイガーUL工法 



せっこうボード下地への漆喰などの仕上げ塗り材の施工について 

漆喰やセメント系塗り材などのアルカリ性の強
い材料をせっこうボードに直接塗り付けると、
仕上げ材の変色や剥離などが発生する恐れが
あります。漆喰などの仕上げ材は直塗りせず、
せっこうプラスターで下塗りした上に施工して
ください。 
 

※漆喰などの仕上げ塗り材の施工に関しては、メーカーの仕様に
従ってください。 

せっこうボード（タイガーボードなど） 

タイガーコーナーテープ 

Ｇファイバーテープ 

せっこうプラスター 
（ユートップなど；３mm厚以上） 

仕上げ塗り材（漆喰製品など） 

プライマー 
（スーパータックＲ；５倍希釈液） 

図. せっこうボード下地への漆喰などの標準施工例 
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その他注意など 

せっこうボード下地の壁装に関する防火性能については、（一社）日本壁装協会にご確認下さい 
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